
庶務（本部担当部署にて連絡文書の配付等）

業務切り出しの工夫、苦労したこと

障害者の担当業務

勤務当初は、職場環境に慣れることを優先して、本部各部への文書の配付など業務負荷が比較的少ない業務を担
当していただいきました。
業務の幅を「本人ができること」「本人が気づいたこと」から、広げていくよう工夫しています。また、勤務時間についても継
続して勤務できるよう通常8時間勤務のところ６時間勤務にて対応のうえ、職場への定着を図りました。
勤務開始後半年が経過するため、今後は本人の意向を確認のうえ１日当たりの勤務時間を延長していくことを視野
に入れ、引き続き勤務できるよう、労働条件、職場環境を整備していきます。

社内の理解を得るための取り組み
障害者として雇用することについては、所属する職員全員が理解したうえで受け入れをしており、本人への負荷がかから
ないよう周囲とのコミュニケーションづくりを心掛け、質問などがし易い環境とすること、障害を過度に意識することなく接す
ることなどを意識して取組んでいます。

支援機関との連携
仕事に関して不安に思っていることなど、支援機関へ本人から
相談がある場合や、勤務状況について当金庫から確認してお
いた方が良い事などが発生した場合は、支援機関と連絡を取
り、連携して対応できる体制としています。
現状、本人から支援機関への連絡や勤務状況について当金
庫で懸念される状況は発生していないため、特段対応すること
がなく勤務継続に至っています。
社内の取り組みとして、本人へのフォローは指導担当者と本人
で定期的に面談し、相談できる機会を設けています。

豊橋信用金庫

豊橋市小畷町579番地

所在地

従業員数︓ 574名
うち障害者︓ 11名

事業内容
金融業

雇用状況

精神知的身体

2名0名9名
（令和６年６月１日現在）


